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１．販売の目的
（記載例）　溶接・溶断用、産業用燃料、化学原料、医療用として小売販売及び卸売販売をする。
· アセチレンガス　→　溶接・溶断用
· ＬＰガス　　　　→　産業用燃料
· 酸化エチレン　　→　化学燃料
· 酸素　　　　　　→　医療用　　　として販売する。
· ガス名ごとに販売目的を記入すること。

２．販売するガスの種類
（記載例）　可燃性ガス　　　　　　　　　アセチレン、水素、エチレン
毒性ガス　　　　　　　　　　塩素、亜硫酸ガス、亜酸化窒素
不活性ガス　　　　　　　　　窒素、炭酸ガス、ヘリウム、フルオロカーボン２２
支燃性ガス　　　　　　　　　酸素、空気
液化石油ガス　　　　　　　　産業用ＬＰガス
可燃性毒性ガス　　　　　　　酸化エチレン、アンモニア、一酸化炭素
· 混合ガスの場合は燃性区分ごとに分類すること。

３．販売の方法
　（記載例）　(1)　ガス供給業者からユーザーへ直送する。
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　　　　　　　(2)　自社車両でガス供給業者の容器置場からユーザーへ直送する。
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（凡例）　　　　　　容器の流れ　　　　　　　　伝票の流れ

４．販売の区分
　（記載例）　病院、工場、小売店等
　　　　　　　一般消費者は、○○町の区域の××に対してと具体的に

５．周知文章について
　　〔一般則第３９条のガスを販売する場合に記載〕
溶接・熱切断用のアセチレン、天然ガス又は酸素、在宅酸素、ｽｸｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ用空気
　　〔液石則第４０条のガスを販売する場合に記載〕
　　　　溶接・熱切断用・燃料用の液化石油ガス
（記載例）　高圧ガス保安法第２０条の５第１項（一般則第３８条・液石則第３９条）に基づき、一般則第３９条第２項・液石則第４０条第２項又は別紙の周知文書を備え、周知します。

６．容器置場の面積　　　　　　　　　　　　　　　　貯蔵量
　
　　　　　　　　　　　　ｍ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ２（㎏）
　　　※容器置場のレイアウト図については別添のとおり

７．販売の技術上の基準について
（記載例）　高圧ガス保安法第２０条の６第１項に基づき、高圧ガスの販売をします。
(1)　高圧ガスの引渡先の保安状況を明記した台帳を備えます。
　（別紙　保安台帳、容器授受明細簿）
(2)　その他、一般則第４０条、液石則第４１条の基準を遵守します。

８．移動の技術上の基準について
〔自社車両で運搬する場合に記載〕
（記載例）　運搬にあたっては、一般則第５０条・液石則第４９条の基準を遵守します。

９．保安教育について
（記載例）　高圧ガス保安法第２７条第４項の規定に基づき、従業者に保安教育を施します。

10．ガスの供給元について
（記載例）　高圧ガスの供給は、
所在地

事業所名

許可又は届出年月日　　　　　年　　月　　日付け　　　　　第　　　　　　号
から受けます。

11．販売所の電話番号
（記載例）　○○－○○○○－○○○○　　　担当者　　○　○　○　○


